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《単元名》

第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P86～95 10月中旬～10月下旬 ６時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

袋で風を受け止めると，空気
が中に入って膨れる。

「閉じ込めた空気がどのようになると，
遠くへ飛ぶのだろうか」
筒の中に空気を閉じ込めて，圧し棒で

圧すと，玉が飛び出す。

「閉じ込めた空気と水は，圧されると体
積は変わるのだろうか」
空気は，圧されると体積が小さくなる。
空気は，圧されて体積が小さくなるほ

ど，空気の圧し返す力が大きくなる。
水は，空気と違って，圧されても体積

は変わらない。

○ 身のまわりの物質と
その性質

・ 身の回りの物質とそ
の性質

身の回りには，空気を閉じ込めて利
用しているものがたくさんある。

○ 気体の性質
・ 気体の発生と性質

○ 物質の姿と状態変化
・ 状態変化と熱
・ 物質の融点と沸点

【３学年「物の重さをくらべよう」】【３学年「風やゴムで動かそう」】

生活体験

【５学年「物のとけ方」】

４学年「物の体積と力」（本単元）

【中１学年「身のまわりの物質】

【中２学年「化学変化と原子・分子】

【中３学年「化学変化とイオン」】

置き方を変えても，形を変え
ても，物の重さは変わらない。

【６学年「物の燃え方と空気」】 【６学年「水よう液の性質とはたらき」】

○ 水溶液の性質
・ 物質の溶解
・ 溶解度と再結晶

４学年「物の体積と温度」

空気は，温められると，
体積は大きくなる。空気
は，冷やされると，体積
が小さくなる。

水は，温められると，
体積は大きくなる。水は，
冷やされると，体積が小
さくなる。
温度による水の体積の

変わり方は，空気に比べ
て，ずっと小さい。

金属は，熱せられると，体積が
大きくなる。金属は，冷やされる
と，体積が小さくなる。
温度による金属の体積の変わり

方は，空気や水より，ずっと小さ
い。

【４学年「水のすがたとゆくえ」】 【４学年「物のあたたまり方」】

【中３学年「科学技術と人間」】 【中３学年「自然と人間」】

４年「８ 物の体積と力」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

閉じ込めた空気や水に力を加えたときの変化に興味をもち，空気鉄砲や注射器に閉じ込めた空気や水の
体積の変化について，空気と水を比較しながら調べ，閉じ込めた空気を圧すと体積は小さくなるが，圧し
返す力は大きくなること，閉じ込めた空気は圧し縮められるが，水は圧し縮められないことなど，力を加
えたときの空気や水の性質について考えをもつことができるようにする。

《単元の流れ》 ６時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 空気でっぽうで玉を飛ばそう ２時間

・ 空気を入れた １ 問題を見いだす ・ 一輪車のタイヤの中の空気の存在や性 複数事象の提示
袋や入れ物を圧 質について考える。 工夫点１
し，閉じ込めた 予想や仮説をもつ ・ 閉じ込めた空気を触ったときの手ごた
空気の手ごたえ えについて考える。
に興味をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ 空気の手ごたえを調べるための方法を ポイントを明確

考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ 空気を袋に閉じ込め，手ごたえを感じ 工夫点２

る。
結果を整理する ・ 実験結果をノートに整理する。
考察し，結論を得る ・ 実験結果から分かったことを発表し合

う。

・ 空気鉄砲と水 １ 問題を見いだす ・ かさ袋ロケットが遠くへ飛んだ理由を 複数事象の提示
鉄砲を圧したと 考える。 工夫点３
きの空気と水の 予想や仮説をもつ ・ 圧したときの空気は，どのようになっ
様子を調べ，ま ているか考える。
とめ，理解を深 観察，実験の方法を考える ・ 圧したときの空気の様子を調べる方法 ポイントを明確
める。 を考える。 にして話し合う

観察，実験を行う ・ 空気鉄砲を使って，圧したときの空気 工夫点４
の様子を観察する。

結果を整理する ・ 実験結果をノートにまとめ，グループ
で確認し合う。

考察し，結論を得る ・ 結果から分かったことを発表し合う。
振り返り，広げる ・ 水鉄砲を使い，空気鉄砲と比較する。

２ 空気や水をおすと体積はどうなるか ４時間

・ 筒の中に閉じ ２ 問題を見いだす ・ 空気と水が入った２本の鉄砲で玉を飛 複数事象の提示
込めた空気や水 ばし，比較する。 工夫点５
を圧して，体積 予想や仮説をもつ ・ 空気と水の体積の変化について考える。
と手ごたえの変 観察，実験の方法を考える ・ 空気と水の体積の変化を調べる方法を
化を調べ，理解 考える。 ポイントを明確
する。 観察，実験を行う ・ 自分たちの決めた方法で実験をする。 にして話し合う

結果を整理する ・ 班ごとに結果を整理し，発表し合う。 工夫点６
考察し，結論を得る ・ 実験結果を基に話し合う。

・ 閉じ込めた空 １ 振り返り，広げる ・ 空気と水の入った２本の筒を圧し，前
気の性質につい 時の学習を振り返る。
て理解を深め ・ 閉じ込めた空気の圧し返す力について
る。 考える。

・ 閉じ込めた空気の圧し返す力を調べる
ための方法を考える。
・ 閉じ込めた空気の圧し返す力を調べる。
・ 実験結果をノートに整理する。
・ 実験結果を発表し合う。
・ 学習したことを根拠に，空気鉄砲を遠
くまで飛ばす。

・ 圧したときの １ 振り返り，広げる ・ 空気と水を，筒の中に半分ずつ入れ圧 学んだことを生
空気や水の性質 して比較する。 かしたものづく
について理解を ・ 浮沈子と出会う。 り 工夫点７
深める。 ・ 浮沈子を作る。

・ 浮沈子の仕組みを考える。

４年「８ 物の体積と力」

【単元の目標と流れ】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P86～89 10月中旬～10月下旬 本時１／６

《本時のねらい》

空気を入れた袋や入れ物を圧し，閉じ込めた空気の手ごたえに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ タイヤの空気が抜けてしまっている一輪車と，タイヤに空気が十分に入っている一輪
車の乗り心地を比較させ，空気の存在と性質を感じさせる。

〈事象Ａ〉 タイヤの空気が抜けてしまって 〈事象Ｂ〉 タイヤに空気が十分に入っている
いる一輪車 一輪車

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

空気を閉じ込めたときの手ごたえという視点を与え，考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 空気の手ごたえを調べる方法を，ポイントを確認しながら考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● タイヤの中の
空気の存在や性
質について考え ▼ Ａのタイヤはつぶれていて，Ｂの
る。 タイヤはパンパンに膨れているぞ。

▼ Ａのタイヤは，空気が抜けている
ぞ。 ○ 身のまわりにある空気の性質を

▼ Ｂのタイヤは，空気はパンパンに 利用したものを提示し，空気の存
入っているぞ。 在や性質を感じさせる。

▼ Ａは，乗りにくいよ。Ｂは乗りや □ 自由に，一輪車のタイヤを触ら
すい。 せたり，一輪車に乗せたりしなが

ら，空気の量と乗り心地について
考えさせる。

● 空気の必要性
について考え
る。

▼ 跳ね返るからかな。
▼ クッションになるからかな。 ○ 考えの根拠を明確にさせる。

○ 自分がもった考えを確かめるた
めに空気を閉じ込めて，触らせる。

問題 閉じこめた空気をさわったら，どのような感じがするだろうか。

■ 児童にもたせたい意識

■ 空気を触ってみたい。

▲ あらかじめもっている児童の意識

▲ ボールも，空気が入っていないと
うまく弾まないよな。

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを触れさ
せて)２つの一輪車を比べて，何
が同じで，何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ どうして，タイヤに空気を入
れると乗りやすいのかな。

主体的な問題解決

■ 乗り心地は，空気の入り具合と関
係しているのではないか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

▲ タイヤに空気が入っていないと
うまく乗れないな。

４年「８ 物の体積と力」

【本時のねらいと学習過程１／６】
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予想や仮説をもつ

● 閉じ込めた空
気を触ったとき
の手ごたえにつ
いて考える。

▼ ふわふわ。 ○ これまでの生活体験を基に考え
▼ やわらかい。 させる。
▼ かたい。 □ 手ごたえという視点を与える。

観察，実験の
方法を考える

● 空気の手ごた ▼ 空気を袋に閉じ込めて調べるんだ。

えを調べるため ▼ 袋の大きさをいろいろ変えて，手

の 方 法 を 考 え ごたえを比べてみよう。 ○ 自分たちで考えさせることによっ

る。 ▼ 空気の入れる量を変えて，手ごた て，意欲を高めさせる。
えを調べよう。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 空気の反発に気付かせるために
大きさの違う袋を数種類用意し，圧
したときの手ごたえを比べさせる。

観察・実験を行う ▼ 空気がいっぱい入っている方が，

● 空気を袋に閉 ふわふわしている。

じ込めて，手ご ▼ 空気があまり入っていないと，つ

たえを感じる。 ぶれてしまう。
▼ 閉じ込めた空気を圧すと，跳ね返 ○ 空気の入れ具合で比較させなが
ってくるぞ。 ら，手ごたえという視点で触れさ

▼ 袋をしっかり閉じないと空気が抜 せる。
けて，しぼんでしまう。

結果を整理する

● 実験結果をノ
ートに整理する。

○ 予想と比べながら，実験の結果
を整理させる。

考察し，
結論を得る

● 実験結果を発
表し合う。 ○ 自分の感じたことと友達が感じ

たことを比べるようにさせる。

◎ 空気の手ごたえを調べる方法
をポイントを確認しながら考え
ていきましょう。主体的な問題解決

◎ 空気の入れ具合を変えながら，
閉じ込めた空気の手ごたえを感
じてみましょう。主体的な問題解決

◎ 実験の結果をノートに記入し
ましょう。 主体的な問題解決

▲ 空気が入ったボールは，よく弾む。
▲ 浮き輪は，空気を入れるとふわふ
わしている。

◎ 空気を閉じ込めて，触ったら，
手ごたえはどうでしょうか。

主体的な問題解決

■ 袋に空気がいっぱい入っていると，
圧したとき，跳ね返ってくる。

■ 袋に空気があまり入っていないと
圧したとき，つぶれてしまう。

■ ずっと圧していくと跳ね返ってく
る。

■ 入っている空気の量によって，手
ごたえが違う。

■ 袋の大きさの違いによって，跳ね
返り方が違う。

◎ 友達の意見も聞いてみましょ
う。 主体的な問題解決

■ 閉じ込めた空気を触ると，手ごた
えは○○だろう。

◎ 工夫点２(話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのように記録しますか。
③ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 空気の入れ方と手ごたえとの関係
が分かるように記録しよう。

３ 空気を袋に閉じ込めて，手ごたえ
を調べよう。

３ 大きさの違う袋を使って，手ごた
えを比べてよう。

３ 袋に入れる空気の量を変えながら
調べよう。

３ 友達とぶつからないようにしよう。
３ しっかり，袋を閉じなければなら
ない。

１ 空気の手ごたえについて調べる。

４年「８ 物の体積と力」

【本時のねらいと学習過程１／６】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P88～89 10月中旬～10月下旬 本時２／６

《本時のねらい》

空気鉄砲と水鉄砲を圧したときの空気と水の様子を調べ，まとめ，理解を深める。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 二つの圧し方の違う，かさ袋ロケットを提示し，飛び方と袋の中の様子を観察させる。
→ポイント集2011 P59～P60

〈事象Ａ〉棒を弱く圧して飛ばす 〈事象Ｂ〉棒を強く圧して飛ばす

※ 袋の中の空 ※ 袋の中の空気
気は，あまり が縮み，遠くへ
縮まず，遠く 飛ぶ。
に飛ばない。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

空気を圧したときの，閉じ込めた空気の様子に視点を向けさせ，考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 圧した時の空気の様子を調べる方法をポイントを確認して，考えさせる。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

空気鉄砲の玉の飛び方を根拠に，水鉄砲の水の飛び方を考え，比較させる。

空気鉄砲 水鉄砲

筒の中には，空気が入っている。 筒の中には，水が入っている。
※空気鉄砲の玉と水鉄砲の水の飛び方を比較させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす ▼ 袋の中に空気がパンパンに入った

● かさ袋ロケット ぞ。

を飛ばす。 ▼ ただ投げるより，指や棒を使って
飛ばした方がよく飛ぶぞ。

▼ もっと遠くへ飛ばすにはどうした ○ 前時の閉じ込めた空気の手ごた
らいいんだろう。 えを想起させ，空気を圧した時の

様子を実感させる。

● かさ袋ロケット ▼ Ａはあまり飛ばず，Ｂは遠くへ飛

が遠くに飛んだ んだ。

理由を考える。 ▼ ＡよりＢの方が，棒を圧したとき
中の空気がぱんぱんになっていた。

▼ もっと遠くへ飛ばしたい。

○ 遠くへ飛んだ要因を想起させ，
棒を圧す力を変えると，かさ袋
の何が変わるのかを考えさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎工夫点３（事象Ａ,Ｂを見せて）
２つのかさ袋ロケットを比べて，何
が同じで，何が違いますか。気付い
たことをノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

■ 飛び方には，棒を圧す力が関係し
ているのではないか。

◎ かさ袋を飛ばして，空気の圧
したときの様子を観察しましょ
う。 主体的な問題解決

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程２／６】
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問題 閉じこめた空気がどのようになると，遠くへ飛ぶのだろうか。

予想や仮説をもつ

● 圧したときの
閉じ込めた空気 ▼ どうなるんだろう。

は，どのように ▼ 縮んでいる。

なっているか考 ▼ 変わらない。

える。 ○ 空気を圧したときという視点を
与え，閉じ込められた空気につい
て考えさせる。

観察，実験の
方法を考える

● 実験方法を確
認する。

▼ 空気鉄砲で実験をすると，空気の ○ 自分たちで考えさせることによっ
様子を観察しやすいぞ。 て，意欲を高めさせる。

▼ 空気鉄砲の前玉と後玉の間を見れ
ばいいんだ。

▼ やってみたい。
▼ どうやって，飛んでいくのだろう。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

観察，実験を行う ▼ 後玉が，前玉に近付いてから飛ん

● 空気鉄砲を使 でいっている。

って，圧した時 ▼ 筒の中のあるところまでいくと，

の空気の様子を 玉が飛んでいく。

観察する。 ▼ だんだん，きつくなった。 ○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 圧し棒を圧した時の手ごたえも
確認する。

結果を整理する

● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にさせる

□ 実験の結果を正確にノートに記
録し，グループ内で確認し合うよ
うに指示する。

考察し， ▼ 変わらないと思ったけど，空気が
結論を得る 縮んでいることが分かった。

● 結果から分か ▼ あるところまでいくと，空気が前

ったことをノー 玉を跳ね返すことが分かった。

トに記入する。 ○ 予想と比較して考え，結論を導
き出させる。

振り返り，広げる ▼ 空気と水では，手ごたえが違うぞ。

● 水鉄砲を使い ▼ 水は，圧した分だけ飛んで行った。

空気鉄砲と比較 ▼ 空気鉄砲と水鉄砲では，飛び方に

する。 違いがあったのはどうしてだろう。
○ 空気鉄砲の玉の飛び方を根拠に
水鉄砲の水の飛び方を考えさせる。

□ 空気鉄砲の玉の飛び方と違い，
水鉄砲の水が遠くへ飛ぶことを実
感させて，次時につなげる。

▲ 空気には，跳ね返す力があったぞ。

■ 前玉と後玉の間の空気が縮んでか
ら，飛んでいった。

◎ 前玉と後玉の間の圧した空気
はどうなっていますか。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

■ 跳ね返る力が大きくなると遠くま
で飛ぶのではないか。

■ 飛び方の違いは，袋の中の空気の
様子が関係しているのではないか。

◎ 閉じ込めた空気がどのように
なると，遠くへ飛ぶのでしょう
か。 主体的な問題解決

◎ 筒の中に水を入れて飛ばして
みましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 圧したときの空気の様子を調べる
方法をポイントを確認しながら考え
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何を調べますか。
② どういう入れ物で実験すれば
よいですか。
（空気鉄砲を説明する。）

③ 圧し方の強さは，どのように
したらいいですか。

④ 注意点は，何ですか。
主体的な問題解決

２ 閉じ込められる硬いもの。

３ 同じ強さで圧さないと比べられない。

４ 玉を人や窓に向けないようにしよ
う。

１ 圧したときの空気の様子を調べる。

■ 空気は，ある程度圧さないと玉が
飛ばない。水は，圧すとすぐに出た。

■ 遠くに飛ぶためには，空気が縮ん
で反発して飛ぶ。

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程２／６】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P90～92 10月中旬～10月下旬 本時３・４／６

《本時のねらい》

筒の中に閉じ込めた空気と水を圧して，体積の変化と手ごたえの変化を調べ，理解する。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ 空気鉄砲の筒の中に空気と水を入れ，玉の飛び方を比較させる。

〈事象Ａ〉空気鉄砲で玉を飛ばす。 〈事象Ｂ〉水鉄砲で玉を飛ばす。

※ 同じ強さで圧し，玉の飛び方を比較させる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

空気と水を圧した時の体積の変化という視点で比較させ，考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 空気と水の体積の変化を調べる方法をポイントを確認して，考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす

● 空気と水の入
った２本の鉄砲
の玉の飛び方を
比較する。

○ 空気と水の違いについて意識さ
せ，筒の中の様子を観察させる。

□ 必要に応じて，ビデオなどで撮
影し映像などで筒の中の様子を確
認する。

□ 空気が縮むということは，体積
が小さくなったことであることを
確認する。

問題 閉じこめた空気と水は，おされると体積は変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ

● 空気と水の体
積の違いについ
て考える。

▼ 空気鉄砲で，中の空気が縮んでい
たので，空気は圧し縮むのではない ○ これまでの学習経験，提示した
かな。水鉄砲も，圧すと水が飛び出 複数事象を根拠に考えさせる。
たので圧し縮むのかな。

▼ 水は，玉がそのまま落ちたので，

空気鉄砲の筒の
中に水を入れ，飛
び方を比較する。

■ 空気と水では，玉の飛び方が違う。
何が関係しているのだろう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて）
２つの事象を比べて，何が同じ
で，何が違いますか。気付いた
ことをノートに書きましょう。
具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 閉じ込めた空気と水は，圧し
たとき圧し縮めることができる
かな。理由も教えてください。

主体的な問題解決

■ 空気は，中の空気が縮んで飛んで
いたよ。水は，圧したらそのまま落
ちたよ。

■ 空気と水では，圧したとき違いが
あるぞ。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

▲ 空気鉄砲は，中の空気が縮んで飛
んでいたよ。

▲ 水は，圧したらそのまま玉が落ちたよ。

Ａ Ｂ

同じ ・ 入れ物

ところ ・ 玉

ちがう きょり 遠くまで飛んだ すぐ落ちた
ところ

中の ちぢんで飛ん おした分だけ
ようす だ 飛んだ

▲ かさ袋ロケットは，空気をパンパ
ンにした方が遠くへ飛んだ。

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程３・４／６】
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圧し縮まないのではないかな。

観察，実験の
方法を考える

● 空気と水の体
積の違いを調べ
る方法を考え ○ 自分の考えが正しいか確かめる

る。 ためには，何がどうなったらよい
のかという視点を考えさせる。

□ これまで使ってきた空気鉄砲を
使って実験できるようにする。

▼ どうすれば，確かめられるかな。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

観察，実験を行う ▼ 空気は，圧すことができるぞ。

● 自分たちの決 ▼ 水は，圧せないぞ。

めた方法で実験 ▼ 空気は，圧せたけど，戻ってきたよ。

をする。
○ 自分の考えを基に，空気と水の
体積の違いという視点で実験する
ことを確認する。

結果を整理する ▼ 空気は圧すことができて小さくな

● 班ごとに結果 ったぞ。
や気付いたこと ▼ 水は，圧せないぞ。
を発表する。 ▼ 空気は，圧せたけど，戻ってきたぞ

○ 結果を分かりやすく明確にまと
めさせる。

□ 教科書 P93のような図を書かせ，
事象をイメージさせる。

考察し，
結論を得る

● 実験結果を基
に，話し合う。

○ 圧したときの手ごたえと体積の
変わり方を関係付けて考えさせる。

■ ○○すれば，自分の考えを確かめ
ることができるぞ。

■ 空気は，縮んで飛んでいったので
○○○。

■ 水は，そのまま落ちたので△△△。

◎ 空気と水の体積の変化を調べ
る方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 自分たちが決めた方法で，空気と
水の体積の違いを調べましょう。
具体的な体験 主体的な問題解決

■ 空気は，圧すことができた。
■ 水は，圧せない。

■ 空気は，圧せたけど，圧せば圧す
ほど，戻る力が大きくなった。

■ 水は，圧せなかった。

◎ 空気は圧し縮めることができ，水
は圧し縮めることができなかったとい
うことは，体積はどうなったでしょう
か。 主体的な問題解決

■ 空気は，圧されると体積が小さく
なる。

■ 水は，空気と違って，圧されても
体積は変わらない。

◎ 工夫点６(話合いのポイント）
① 何と何を比較しますか。
② どういう入れ物に入れればよ
いかな。

③ どうしたら圧した結果を表せ
ますか。

④ 圧したときは，どこを見れば
よいですか。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

１ 空気と水の体積を比べる。

２ 中身を見えるようにしよう。
２ 硬い入れ物でなくてはならない。

３ 目盛りを使って，記録しよう。

４ 筒の中の水と空気の様子を見れば
いいんだ。

５ 圧したときの様子を図に書いて記
録しよう。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで話し合いましょう。

主体的な問題解決

６ 同じ力で圧さないと比べられない
ぞ。

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程３・４／６】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P86～89 10月中旬～10月下旬 本時５／６

《本時のねらい》

閉じ込めた空気の性質について，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

閉じ込めた空気は圧されるほど，圧し返す力が大きくなるかを調べさせる。
学んだ知識を生かして，空気鉄砲の玉をもっと遠くに飛ばす方法を考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

（問題を見いだす）
● 閉じ込めた空
気と水の入った
２本の筒を圧
し，前時の学習
を振り返る。

○ 前時の実験を振り返り，体積の
変わり方と手ごたえを関係付けさ
せる。

問題 閉じこめた空気をおすと，おし返す力はどのようになるのだろうか。

（予想や仮説をもつ） ▼ 空気鉄砲では，だんだん圧し返す
● 閉じ込めた空 力が大きくなっていたぞ。
気の，圧し返す ▼ 閉じ込めた空気は，だんだん圧し
力について考え づらくなったぞ。
る。

○ 圧し返す力と体積変化との関係
に視点を与える。

（観察，実験の方法を考える）

● 閉じ込めた空
気の圧し返す力
を調べるための
方法を考える。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

○ 実験のポイントを話合いで確認
していく。

■ 児童にもたせたい意識

■ 圧す力を変えて，圧し返す力を調
べればいいんだ。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 閉じ込めた空気の圧し返す力
を調べる方法をポイントを確認
しながら考えていきましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 閉じ込めた空気は圧せば圧す
ほど，圧し返す力は大きくなる
でしょうか。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 圧せば圧すほど，圧す力は大きく
なるのではないか。

◎(話合いのポイント）
① 何で圧し返す力を調べますか。
② どのように比べますか。
自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。 主体的な問題解決

２ １目盛りずつ圧して，比べればい
い。

２ 何段階かに分けてやればいい。

１ 手ごたえで比べよう。
１ 圧し棒の戻ってくる速さを調べれ
ばいいよ。

▲ 閉じ込めた空気は，圧し縮めるこ
とができた。

▲ 閉じ込めた水は，圧し縮めること
ができなかった。

Ａ（空気） Ｂ（水）

同じ ・ 入れ物

ところ ・ 力でおす

ちがう
手ごたえ やわらかい かたい

ところ
ピストン もどってくる もどってこない

体積 小さくなる 変わらない

■ 空気は，ずっと圧せるわけではな
い。

■ 空気は，圧すと圧し棒が戻ってく
る。

◎ 前の時間の実験を振り返りま
しょう。 閉じ込めた空気と水で
は，何が同じで，何が違います
か。気付いたことをノートに書
きましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

４年「８ 物の体積と力」

【本時のねらいと学習過程５／６】
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（観察，実験を行う） ▼ 力の入れ具合を変えると，手ごた
● 閉じ込めた空 えが違うぞ。
気の圧し返す力 ▼ だんだん圧し返す力が大きくなる
を調べる。 ぞ。

○ 力の入れ具合で比較させながら，
手ごたえと圧し棒の戻りの速さなど
で比べさせる。

（結果を整理する）
● 実験結果をノ
ートに整理す
る。

○ 予想と比べながら，実験の結果
を整理させる。

□ 教科書P93の図のように書かせ
ることで，圧し返すイメージをと
らえさせるようにする。

（考察し，結論を得る）
● 実験結果を発
表し合う。

○ 自分の感じたことと友達が感じ
たことを比べるようにさせる。

● 学習したこと
を根拠に，空気
鉄砲を遠くまで
飛ばす。 ▼ 圧し返す力を使えばいいんだ。 ○ これまで学習経験を根拠に，遠く

▼ ぎりぎりまで圧してみよう。 に飛ばす方法を考え，実感させる。
□ 体積の変化と玉の飛ぶ様子を関
係付けさせながら考えさせるよう
にする。

◎ 圧し具合を変えながら，空気
の圧し返す力を調べよう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 実験の結果をノートに記入し
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決
■ 圧し返す力の変化を見やすくする
ために図に表そう。

■ 空気は，圧されて体積が小さくな
るほど，空気の圧し返す力が大きく
なる。

◎ 友達の意見も聞いてみましょ
う。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

▲ 体積が小さくなると，圧し返す力
は大きくなったぞ。

◎ 空気鉄砲の玉を遠くに飛ばそ
う。 自然や生活との関係

■ 縮める体積を大きくすればするほ
ど，遠くへ飛ぶ。（再確認）

４年「８ 物の体積と力」

【本時のねらいと学習過程５／６】
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第４学年「８ 物の体積と力」
東京書籍「新しい理科４」P93～95 10月中旬～10月下旬 本時６／６

《本時のねらい》

圧した時の空気や水の性質について，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

これまでの学習経験を根拠に，空気と水を，筒に半分ぐらいずつ入れて圧した時を考えさせる。

工夫点７ 空気や水の性質を利用した，ものづくりを行い，学習したことを基に「浮沈子」の仕
組みを自分で説明させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 空気鉄砲の筒
に，空気と水を
半分ぐらいずつ
入れて圧し，そ
の様子を観察す
る。 ▼ 水が入っている分，空気だけの時 ○ これまでの学習経験を根拠に考

より圧せないのではないかな。 えさせる。
▼ 半分にしても，空気のところだけ
圧した分戻ってくる。

● 浮沈子と出会
う。

○ 空気や水の性質を使うという視
点を確認する。

□ 浮沈子を実際に提示する。

▼ どうやって作るんだろう。

圧すと浮
沈子が沈み，
離すと浮か
ぶ。

【ポイント】
ストローの中の
空気の様子をよく
見るようにさせ
る。

■ どうして，ストローが浮いたり，
沈んだりするんだろう。

■ 空気や水の性質を利用していると
いうことは ，体積の変化があるのか
な。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点７ 空気や水の性質を使
って，「浮沈子」を作ります。
自然や生活との関係 具体的な体験

▲ 空気は，圧されると体積が小さく
なる。

▲ 水は，圧されても体積は小さくな
らない。

▲ 閉じ込めた空気は，圧し縮めるこ
とができた。

▲ 閉じ込めた水は，圧し縮めること
ができなかった。

▲ 閉じ込めた空気は圧すと反発する。

■ 半分ずつ入れても，空気の体積は
小さくなり，水の体積は変わらない

■ 空気は，ずっと圧せるわけではな
い。

■ 空気は，圧すと戻ってくる。

◎ 空気鉄砲の筒に，空気と水を
半分ずつ入れて圧したら，筒の
中の空気の体積はどうなるでし
ょうか。
自然や生活との関係 具体的な体験

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程６／６】
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● 浮沈子を作 ▼ 圧すと，ストローの中の空気の体
る。 積が小さくなっている。

▼ あっ，そうか。空気は，圧される
と体積が小さくなるんだった。

○ 学んだ知識や技能を生かして，
ものづくりを行わせ，知識や技能
の定着を図る。

● 浮沈子の仕組
みを考える。

○ ストローの中の空気を見るとい
う視点を与える。

□ どうして，空気の体積が小さく
なると，沈んでしまうかについて
疑問を抱いた場合は，個別に説明
する。

■ 勉強したことを使って，おもちゃ
も作れるんだ。

■ 圧すと沈んだよ。
■ 離すと，浮かんだよ。
■ 水は圧すと圧し縮まなくて，空気
は圧し縮むので，ストローの中の空
気が縮んでいるんだ。

◎ ペットボトルを圧したときの，
ストローの中の様子をよく見て，
浮沈子の仕組みを説明しましょ
う。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ やっぱり，空気は圧されると体積
が小さくなるんだ。

◎ 空気や水の性質を生かして，
浮沈子を作りましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 水は圧されても体積は変わらない
ので，圧した力がキャップの中の空
気を圧しているんだ。

４年「８ 物の体積と力」
【本時のねらいと学習過程６／６】
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